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本
連
載
の
前
編
で
は
、
自
分
の
両
親
や
家
族
が

認
知
症
に
な
っ
た
際
の
金
銭
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
た
め

の
一
つ
の
方
法
と
し
て
、「
成
年
後
見
制
度
」
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

　

２
０
０
０
年
４
月
１
日
に
ス
タ
ー
ト
し
た
成
年

後
見
制
度
は
、
い
ま
や
認
知
症
に
な
っ
た
際
の
財

産
管
理
の
有
力
な
手
段
と
し
て
、
よ
く
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
２
０
２
０
年
時

点
で
、
65
歳
以
上
の
認
知
症
の
患
者
が
約
６
０
２

万
人※
１と
推
計
さ
れ
る
の
に
対
し
、
成
年
後
見
制
度

の
利
用
者
は
約
23
万
人
※
※

と
、
わ
ず
か
４
％
弱
に
す

ぎ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
後
見
開
始
の
審
判
等
の
申
立

件
数
は
、
２
０
１
２
年
か
ら
２
０
２
０
年
ま
で
、

ほ
ぼ
横
ば
い
状
態
で
す
（
※
１　

内
閣
府
『
平
成

29
年
度
版　

高
齢
社
会
白
書
』
掲
載
の
「
日
本
に

お
け
る
認
知
症
の
高
齢
者
人
口
の
将
来
推
計
に
関

す
る
研
究
」。
※
２　

最
高
裁
判
所
事
務
総
局
家

庭
局
「
成
年
後
見
関
係
事
件
の
概
況
」）。

　

こ
の
よ
う
に
、
成
年
後
見
制
度
を
必
要
と
す
る

人
が
増
え
て
い
る
の
に
、
利
用
者
が
な
か
な
か
増

第
三
者
が
管
理
・
監
督
す
る
こ
と
に
抵
抗
を
感
じ

る
人
は
少
な
く
な
い
で
し
ょ
う
。

②
費
用
面
で
の
負
担
が
大
き
い

　

い
っ
た
ん
後
見
人
が
選
任
さ
れ
る
と
、
多
く
の

場
合
、
被
後
見
人
が
亡
く
な
る
ま
で
、
後
見
人
や

後
見
監
督
人
に
対
す
る
報
酬
の
支
払
い
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
金
額
は
管
理
す
る
財
産
の
額
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
が
、
月
額
の
目
安
は
次
の
通
り
で

す
（
東
京
家
庭
裁
判
所
・
立
川
支
部
・
平
成
25
年

１
月
１
日
付
公
表
「
成
年
後
見
人
等
の
報
酬
額
の

め
や
す
」）。

 〈
成
年
後
見
人
の
報
酬
〉

　

管
理
財
産
が

　
・
１
千
万
円
以
下
…
…
…
…
…
…
２
万
円

　
・
１
千
万
円
超
５
千
万
円
以
下
…
３
～
４
万
円

　
・
５
千
万
円
超
…
…
…
…
…
…
…
５
～
６
万
円

 〈
成
年
後
見
監
督
人
の
報
酬
〉

　

管
理
財
産
が

　
・
５
千
万
円
以
下
…
…
…
１
～
２
万
円

　
・
５
千
万
円
超
…
…
…
…
２
・
５
万
円
～
３
万
円

え
な
い
の
は
、
次
に
挙
げ
る
３
つ
の
理
由
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

成
年
後
見
制
度
は
、

必
ず
し
も
使
い
勝
手
が
良
く
な
い

①�

第
三
者
が
家
族
の
財
産
を
管
理
す
る
こ
と
に

　
抵
抗
感
を
抱
く
人
が
多
い

　

成
年
後
見
制
度
が
始
ま
っ
た
当
初
、
後
見
人

に
は
子
や
き
ょ
う
だ
い
な
ど
の
親
族
が
選
任
さ

れ
る
ケ
ー
ス
が
８
割
を
占
め
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
現
在
で
は
約
２
割
に
低
下
し
、
約
８
割
が

司
法
書
士
な
ど
の
専
門
職
後
見
人
で
す
（
最
高

裁
判
所
事
務
総
局
家
庭
局
「
成
年
後
見
関
係
事

件
の
概
況
」）。

　

家
庭
裁
判
所
へ
の
申
し
立
て
に
よ
り
選
ば
れ
る

た
め
専
門
職
が
後
見
人
に
な
る
こ
と
が
多
い
法
定

後
見
だ
け
で
な
く
、家
族
が
後
見
人
に
な
れ
る
任
意

後
見
の
場
合
で
も
、
任
意
後
見
監
督
人
に
は
弁
護

士
な
ど
の
専
門
職
が
選
任
さ
れ
ま
す
。

　

親
や
祖
父
母
の
預
貯
金
を
、
司
法
書
士
な
ど
の

弁護士
本田 桂子

［ほんだ・けいこ］東京・蒲田で遺言・相
続・信託・民事訴訟を主業務とする法律事務
所に勤務。『誰でも簡単に作れる遺言書キッ
ト』（永岡書店）、『行職員が読む 遺言書のす
すめ方つくり方』（経済法令）他、著書多数。
kashintaku1@gmail.com

認
知
症
へ
の
備
え
と
対
応
〈
後
編
〉

家
族
間
で
の「
民
事
信
託
」の
活
用

介
護
と
家
計
を
考
え
る　＞＞＞　

第
４
回
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民
事
信
託
を
ひ
と
こ
と
で
い
う
と
、「
自
分
や

家
族
の
生
活
を
守
る
た
め
に
、
信
頼
で
き
る
家
族

に
財
産
を
託
す
制
度
」
で
す
。
本
人
が
生
き
て
い

る
間
は
家
族
に
財
産
管
理
を
任
せ
、
本
人
の
死
後

は
そ
の
財
産
を
特
定
の
家
族
に
帰
属
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
つ
ま
り
、
民
事
信
託
と
い
う
１
つ

の
制
度
で
、「
認
知
症
に
な
っ
た
と
き
の
財
産
管

理
」
と
、「
死
後
の
財
産
承
継
」
が
行
え
る
と
い

う
こ
と
で
、
成
年
後
見
制
度
と
遺
言
書
の
２
つ
の

特
徴
を
あ
わ
せ
も
つ
制
度
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

民
事
信
託
の
仕
組
み
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

　

民
事
信
託
の
基
本
的
な
仕
組
み
は
【
図
表
１
】

の
通
り
で
、
次
の
よ
う
な
流
れ
に
な
り
ま
す
。

①�

「
委
託
者
」
が
「
受
託
者
」
と
民
事
信
託
の
契

約
を
結
び
、
財
産
を
「
受
託
者
」
に
信
託
す
る

（
譲
渡
す
る
）。

②�

「
受
託
者
」が
財
産
を
預
か
り
、管
理・運
用
す
る
。

③
「
受
託4

者
」
が
「
受
益4

者
」
に
収
益
を
渡
す
。

　

委
託
者
が
財
産
を
信
託
す
る
こ
と
で
、
財
産
の

所
有
権
は
受
託
者
に
移
り
ま
す
が
、
だ
か
ら
と
い

っ
て
受
託
者
が
財
産
を
好
き
勝
手
に
使
え
る
わ
け

で
は
な
く
、
信
託
の
目
的
に
よ
っ
て
拘
束
さ
れ
ま

す
。
た
と
え
ば
、
親
が
子
ど
も
に
財
産
を
信
託
し

た
場
合
、
子
ど
も
が
好
き
勝
手
に
そ
の
財
産
を

使
っ
た
り
売
っ
た
り
で
き
る
わ
け
で
は
な
く
、
あ

ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
た
目
的
（
親
の
生
活
維
持
な

ど
）
に
沿
っ
た
管
理
処
分
し
か
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
本
来
、
財
産
を
誰
か
に
譲
渡
す
れ
ば
贈
与

税
が
か
か
り
ま
す
が
、
委
託
者
と
受
益
者
を
同
じ

　

た
と
え
ば
現
在
75
歳
の
人
が
、
３
０
０
０
万
円

の
財
産
を
10
年
間
、
成
年
後
見
人
に
管
理
し
て
も

ら
っ
た
と
し
ま
し
ょ
う
。
そ
の
報
酬
が
成
年
後
見

人
に
対
し
て
３
・
５
万
円
、
成
年
後
見
監
督
人
が

１
・
５
万
円
だ
と
す
る
と
、
総
額
６
０
０
万
円
か

か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

任
意
後
見
の
場
合
、
家
族
で
あ
る
任
意
後
見
人

は
無
報
酬
に
す
る
と
し
て
も
、
任
意
後
見
監
督
人

に
対
す
る
報
酬
は
同
様
に
か
か
り
ま
す
。

③
柔
軟
な
財
産
管
理
が
で
き
な
い

　

成
年
後
見
制
度
は
、
被
後
見
人
の
財
産
を
守
る

こ
と
に
主
眼
を
置
い
て
い
る
た
め
、
財
産
管
理
の

柔
軟
性
を
欠
き
、
融
通
が
き
か
な
い
傾
向
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
本
人
が
グ
レ
ー
ド
の
高
い
施

設
へ
の
入
居
や
、
子
や
孫
へ
の
経
済
的
支
援
を
望

ん
で
も
実
現
が
難
し
い
こ
と
が
あ
り
、
ま
た
、
相

続
税
対
策
を
行
っ
た
り
、
不
動
産
の
大
規
模
リ
フ

ォ
ー
ム
を
す
る
た
め
に
銀
行
か
ら
融
資
を
受
け
る

こ
と
も
困
難
で
す
。

「
民
事
信
託
」
と
は
、

ど
の
よ
う
な
制
度
な
の
か

　

こ
の
よ
う
に
、
成
年
後
見
制
度
が
使
い
づ
ら
い

こ
と
も
あ
り
、
こ
こ
数
年
、
家
族
間
で
民
事
信
託

を
利
用
す
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
一
般
的
に
、

家
族
間
で
用
い
ら
れ
る
民
事
信
託
は
、「
家
族
信

託
」
や
「
家
族
民
事
信
託
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す

が
、
本
稿
で
は
単
に
「
民
事
信
託
」
と
呼
ぶ
こ
と

に
し
ま
す
。
な
お
、「
信
託
」
と
い
う
と
、
信
託

銀
行
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
人
が
多
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
そ
れ
と
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

＞＞＞ 介護と家計を考える　

【図表１】民事信託の仕組み

受益者
（財産の収益を得る人）

委託者
（財産を託す人）

B

受託者
（財産を託される人）

不動産 金銭

※「A」と「C」は同一人物であることが多い

収益を渡す

財産を信託する（譲渡する）

Aの財産を預かり、
管理・運用を行う

Bを信じて
財産を託する

家賃や売却代金など
の収益を受け取る

民事信託とは…
自分や家族の生活を守るために、
信頼できる家族に財産を託す制度。
一般的に、家族間で用いられ、
「家族信託」や「家族民事信託」とも呼ばれる

①

②

③

A C民事信託の契約を結ぶ
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入
金
し
て
管
理
し
、
必
要
な
と
き
に
引
き
出
し
て

本
人
に
生
活
費
を
渡
し
た
り
、
介
護
費
用
な
ど
の

支
払
い
に
あ
て
ま
す
。
本
人
の
死
後
は
、
民
事
信

託
を
終
了
さ
せ
、
専
用
口
座
の
残
高
は
帰
属
権
利

者
（
清
算
後
の
残
余
財
産
を
も
ら
う
人
と
し
て
指

定
さ
れ
て
い
る
人
）
に
引
き
渡
し
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、【
図
表
２
】
は
、
母
親
が
長
女
に

金
銭
を
信
託
し
た
ケ
ー
ス
で
す
。
母
親
の
死
後
は

信
託
を
終
了
し
、
専
用
口
座
の
残
高
は
長
女
と
次

女
で
２
分
の
１
ず
つ
分
け
合
い
ま
す
。

②
将
来
の
遺
産
相
続
に
備
え
た
い

　

子
ど
も
の
立
場
か
ら
、
両
親
の
相
続
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

い
ま
両
親
は
元
気
で
も
、
た
と
え
ば
将
来
、
父

親
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
は
母
親
が
認
知
症
に
な

っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
認
知
症
の
母
親

が
父
親
の
遺
産
分
割
に
参
加
す
る
た
め
に
は
、
家

庭
裁
判
所
に
成
年
後
見
人
を
選
任
し
て
も
ら
う
必

要
が
あ
る
た
め
、
準
備
期
間
も
含
め
る
と
数
か
月

か
か
り
ま
す
。
そ
れ
ま
で
の
期
間
、
母
親
の
生
活

費
や
介
護
費
用
は
、
子
ど
も
が
立
て
替
え
る
必
要

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
母
親
に
成
年
後
見
人
が
つ
く
と
、
遺
産

分
割
協
議
で
父
親
の
遺
産
の
半
分
を
法
定
相
続
分

と
し
て
求
め
る
可
能
性
が
高
い
の
で
す
が
、
そ
れ

で
は
都
合
が
悪
い
場
合
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
に
民
事
信
託
が
役
立
ち
ま
す
。

父
親
が
生
前
、
所
有
す
る
財
産
を
子
ど
も
に
信
託

し
て
お
け
ば
、
そ
の
財
産
は
遺
産
相
続
の
対
象
か
ら

外
れ
る
た
め
、
父
親
の
死
後
、
母
親
を
ま
じ
え
て
遺

産
分
割
協
議
を
行
う
必
要
が
な
く
な
る
か
ら
で
す
。

人
に
す
れ
ば
、
贈
与
税
は
か
か
り
ま
せ
ん
。
た
と

え
ば
、
親
（
委
託
者
）
が
賃
貸
ア
パ
ー
ト
を
子
ど

も
（
受
託
者
）
に
信
託
し
て
、
賃
料
を
親
（
受
益

者
）
が
受
け
取
る
よ
う
に
す
れ
ば
、
子
ど
も
に
贈

与
税
は
か
か
ら
な
い
の
で
す
。

将
来
、
認
知
症
に
な
っ
た
と
き
に

備
え
る
民
事
信
託
の
活
用
方
法

　

民
事
信
託
を
す
る
目
的
や
そ
の
活
用
方
法
に

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

①
預
貯
金
を
守
り
た
い

　
「
認
知
症
が
ひ
ど
く
な
る
と
、
銀
行
口
座
が
凍
結

さ
れ
る
」
と
い
う
話
を
、
耳
に
し
た
こ
と
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
認
知
症
が
軽
度
で
あ
れ
ば
、
家
族

は
委
任
状
を
も
と
に
預
金
の
引
き
出
し
や
振
り
込

み
が
で
き
ま
す
が
、
判
断
能
力
が
大
幅
に
低
下
す

る
と
委
任
状
は
使
え
ま
せ
ん
。
ま
た
、
金
融
機
関

の
窓
口
担
当
者
が
本
人
の
様
子
を
見
て
、
口
座
を

凍
結
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
預
貯
金
か
ら
の
生
活
費
の
引
き

出
し
や
介
護
費
用
の
支
払
い
が
で
き
な
く
な
る

と
、
本
人
だ
け
で
な
く
、
家
族
も
困
り
ま
す
。
逆

に
、
本
人
の
判
断
能
力
が
低
下
し
て
い
る
の
に
、

預
貯
金
を
自
由
に
引
き
出
せ
る
状
態
に
し
て
い
る

と
、
判
断
能
力
の
低
下
に
よ
り
、
詐
欺
等
の
被
害

に
あ
っ
て
預
貯
金
を
失
う
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

将
来
、
こ
の
よ
う
な
事
態
に
な
ら
な
い
よ
う
、

民
事
信
託
を
活
用
し
て
、
本
人
の
判
断
能
力
に
問

題
が
な
い
う
ち
に
信
頼
で
き
る
家
族
を
受
託
者
と

し
て
民
事
信
託
の
契
約
を
締
結
し
て
お
き
ま
す
。

受
託
者
は
、
預
貯
金
を
引
き
出
し
て
専
用
口
座
に

【図表２】家族による民事信託の例

B

受託者
（財産を託される人）

長女

金銭

母親（Ａ）の金銭を
専用口座で管理して
母親に金銭を渡したり
必要な支払いをします

A

委託者
（財産を託す人）

母親 民事信託の契約を結ぶ
金銭を信託する（譲渡する）

金銭を渡す、必要な支払をする

【民事信託の終了後】 B
長女

C
次女

帰属権利者
（清算後の残余財産をもらう
人として指定されている人）
への引渡し

２分の１

２分の１

受益者
（収益を受け取る人）
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ま
た
、
母
親
は
父
親
の
財
産
を
遺
産
と
し
て
一
括
で

受
け
取
る
の
で
は
な
く
、
月
々
の
生
活
費
を
受
託
者

で
あ
る
子
ど
も
か
ら
受
け
取
る
こ
と
が
可
能
に
な
り

ま
す
。

③
将
来
、
家
を
売
っ
て
介
護
費
用
を
捻
出
し
た
い

　

親
の
財
産
が
自
宅
と
わ
ず
か
な
預
貯
金
し
か
な

い
た
め
、
将
来
介
護
が
必
要
に
な
れ
ば
、
自
宅
を

売
っ
て
介
護
施
設
の
入
居
費
用
に
あ
て
た
い
と
い

う
場
合
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

も
し
成
年
後
見
制
度
を
利
用
す
る
場
合
、
自
宅

の
売
却
に
は
裁
判
所
の
許
可
が
必
要
で
す
が
、
民

事
信
託
の
場
合
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
親
は
あ
ら

か
じ
め
子
ど
も
に
自
宅
を
信
託
し
て
お
き
、
親
の

判
断
能
力
が
低
下
し
て
介
護
施
設
へ
の
入
所
が
必

要
に
な
っ
た
ら
、
子
ど
も
が
売
却
の
手
続
き
を
す

る
こ
と
で
、
入
所
費
用
を
用
意
で
き
ま
す
。

④
賃
貸
物
件
の
収
益
を
公
平
に
配
分
し
た
い

　

本
人
名
義
の
賃
貸
物
件
（
ア
パ
ー
ト
な
ど
）
が

あ
り
、
そ
の
賃
料
を
家
族
に
公
平
に
配
分
し
た
い

と
い
う
場
合
に
も
、民
事
信
託
が
利
用
で
き
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
父
親
の
死
後
、
母
親
が
賃
貸
ア
パ

ー
ト
２
軒
を
相
続
し
た
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
ア

パ
ー
ト
の
収
益
力
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
た
め
、
将

来
母
親
が
亡
く
な
っ
た
ら
、
長
男
と
次
男
が
ど
ち

ら
の
ア
パ
ー
ト
を
相
続
す
る
か
で
も
め
る
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
母
親
は
、
ア
パ
ー
ト
を

２
軒
と
も
次
男
に
信
託
し
て
、
母
親
が
生
き
て
い

る
間
は
母
親
が
賃
料
を
受
け
取
り
、
死
後
は
長
男

と
次
男
が
賃
料
を
分
け
合
う
よ
う
に
し
ま
し
た
。

将
来
、
独
身
の
長
男
が
子
ど
も
を
残
さ
な
い
ま
ま

亡
く
な
っ
た
場
合
は
、
次
男
（
ま
た
は
孫
）
に
ア

パ
ー
ト
を
引
き
継
が
せ
る
予
定
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
す
れ
ば
、
母
親
が
万
一
、
認
知
症

に
な
っ
た
場
合
で
も
、
次
男
が
ア
パ
ー
ト
を
管
理

で
き
ま
す
し
、
ア
パ
ー
ト
が
老
朽
化
し
て
大
規
模

修
繕
や
建
替
え
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
に
、
金
融

機
関
か
ら
借
り
入
れ
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
会
社
経
営
者
で
あ
る
親
が
子
ど
も
に

株
式
を
信
託
し
て
、
親
が
判
断
能
力
を
失
っ
た
場

合
で
も
会
社
経
営
に
支
障
を
生
じ
さ
せ
ず
、
後
継

者
が
経
営
を
行
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、障
が
い
を
有
す
る
子
ど
も
を
も
つ
親
が
、

自
ら
判
断
能
力
が
低
下
し
た
と
き
に
備
え
、
健
常

者
で
あ
る
別
の
子
ど
も
に
財
産
を
信
託
し
て
、
障
が

い
を
有
す
る
子
ど
も
に
生
活
費
を
渡
し
て
も
ら
う

よ
う
に
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

民
事
信
託
を
利
用
す
る
場
合
の

注
意
点
は
？

　

民
事
信
託
は
、
親
が
認
知
症
に
な
っ
た
場
合
と

死
後
の
遺
産
相
続
の
両
方
に
備
え
ら
れ
る
便
利
な

制
度
で
す
が
、
仕
組
み
が
複
雑
な
上
、
数
十
年
間

と
い
う
長
期
に
わ
た
る
契
約
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

次
の
点
に
注
意
が
必
要
で
す
。

・�

遺
言
書
よ
り
も
内
容
が
難
し
い
た
め
、判
断
能
力

が
低
下
し
た
高
齢
者
に
は
利
用
で
き
な
い
場
合

が
あ
る
。

・�

子
ど
も
が
、
将
来
の
遺
産
相
続
に
有
利
に
な
る

よ
う
に
親
を
誘
導
し
て
契
約
を
結
ば
せ
よ
う
と

す
る
こ
と
が
あ
る
（
将
来
の
遺
産
相
続
ト
ラ
ブ

ル
に
つ
な
が
る
）。

・�

相
続
人
の
遺
留
分
（
遺
産
の
一
定
割
合
の
保
証

分
）
を
侵
害
す
る
よ
う
な
民
事
信
託
は
無
効
。

・
税
制
面
で
の
メ
リ
ッ
ト
は
少
な
い
。

・�

民
事
信
託
の
契
約
を
結
ん
だ
あ
と
、
不
動
産
の

登
記
や
信
託
口
座
の
開
設
が
必
要
に
な
る
。
口

座
開
設
は
民
事
信
託
の
専
門
家
で
な
い
と
難
し

い
た
め
、
契
約
書
の
作
成
時
か
ら
専
門
家
に
相

談
す
る
必
要
が
あ
る
。

遺
言
書
な
ど
、
他
の
制
度
も

併
用
す
る
必
要
が
あ
る

　

民
事
信
託
は
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
を
カ
バ
ー
す
る

と
は
い
え
、
成
年
後
見
制
度
の
よ
う
に
身
上
監
護

（
住
宅
や
生
活
環
境
の
整
備
、
入
院
手
続
き
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
契
約
や
高
齢
者
施
設
の
入
所

契
約
な
ど
）
機
能
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
す
べ
て
の
財
産
を
信
託
す
る
わ
け
で
は
な

い
た
め
、
信
託
し
な
い
財
産
に
つ
い
て
は
遺
言
書
を

作
成
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
筆
者
が
民
事
信
託

の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
場
合
は
、
遺
言
書
・
財
産
管
理

等
の
委
任
契
約
書
・
任
意
後
見
契
約
書
を
セ
ッ
ト

で
公
正
証
書
を
作
成
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
（
場
合

に
よ
っ
て
は
、
死
後
事
務
委
任
契
約
書
や
尊
厳
死

宣
言
書
も
作
成
し
ま
す
）。
弁
護
士
に
相
談
す
る
場

合
は
、
問
題
の
あ
る
家
族
を
相
続
人
か
ら
廃
除
す

る
手
続
き
な
ど
、
将
来
の
相
続
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た

め
の
対
策
も
行
う
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

認
知
症
へ
の
備
え
を
考
え
る
際
に
は
、
こ
れ
か

ら
自
分
や
親
が
年
を
と
る
と
、
財
産
管
理
や
身
の

回
り
の
手
続
き
に
つ
い
て
ど
ん
な
サ
ポ
ー
ト
が
必

要
に
な
る
か
を
具
体
的
に
想
像
し
な
が
ら
、
将
来

の
準
備
を
進
め
て
い
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

＞＞＞ 介護と家計を考える　


